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波 1 サイクルでの高速起動が可能であることなどを明らかにしている o
(4) 出力や周波数変動の激しい風力発電のような電源が系統に連系される場合を想定し、電力変換器の動作基準位相
を高速かつ正確に定める事を目的とした実時間 DFT による位相検出法及び交流周波数を用いる検出位相誤差の
署補正方法を提案している o 提案方式では、周波数の算出誤差を小さくすることが重要な、 DFT による検出位相
の差分方法において、最適差分間隔で求めた周波数で検出位相を補正することにより検出精度が15倍以上向上し、
実用的に十分な性能であることを見出している。
以上のように、本論文は、電力系統における交直連系の適用範囲の拡大の必要性を述べるとともに、特に電力変換
器方式とその制御の問題に着目し、独自に提案、開発したコンデンサ転流型変換器の実余裕角制御方式、ダンパ回路
を付加した電圧型自励式変換器とそのデジタル制御系、低周波ケープル送電方式と潮流制御及び高速高精度の電圧位
相検出法が交直連系の適用範囲の拡大に有効であることを明らかにしており、電力工学とパワーエレクトロニクスの
発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
-531-
